
あ
『
あ
あ
玉
杯
に
花
う
け
て
』（
佐
藤
紅
緑
）◉
〔
佐
藤

紅
緑
『
あ
あ
玉
杯
に
花
う
け
て
／
少
年
賛
歌
』　

講
談
社
大
衆
文
学
館
　
一
九
九
七
〕↓
【
系
図
】9

『
あ
ゝ
結
婚
』（
デ
・
シ
ー
カ
）◉
〔
イ
タ
リ
ア
＝
ア

メ
リ
カ
合
作
映
画
　
一
九
六
四
〕↓
【
仮
病
】4
・

【
三
者
択
一
】7
b

『
ア
ー
サ
ー
王
宮
廷
の
ヤ
ン
キ
ー
』（
ト
ウ
ェ
イ
ン
）

◉
〔
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
『
ア
ー
サ
ー
王
宮
廷

の
ヤ
ン
キ
ー
』　
龍
口
直
太
郎
訳
　
創
元
推
理
文

庫
　
一
九
七
六
〕↓
【
時
間
旅
行
】2
a
・【
日
食
】

1
a

『
ア
ー
サ
ー
の
死
』（
マ
ロ
リ
ー
）◉
〔
ト
マ
ス
・
マ

ロ
リ
ー
『
ア
ー
サ
ー
王
物
語
』Ⅰ
〜
Ⅴ
　
井
村
君

江
訳
　
筑
摩
書
房
　
二
〇
〇
四
〜
二
〇
〇
七
〕
第

一
巻
第
五
〜
七
章
↓
【
剣
を
得
る
】2
／
第
一
巻

第
二
章
↓
【
に
せ
花
婿
】2
／
第
一
巻
第
六
章
↓

【
出
生
】3
／
第
一
巻
第
一
九
章
↓【
伯
父（
叔
父
）】

5
／
第
一
巻
第
二
五
章
↓
【
剣
を
得
る
】1
／
第

一
巻
第
二
七
章
↓
【
五
月
】1
／
第
二
巻
第
一
七

〜
一
八
章
↓【
決
闘
】5
／
第
五
巻
第
四
章
↓【
夢

解
き
】1
a
／
第
一
一
巻
第
一
章
↓
【
熱
湯
】1
・

【
龍
退
治
】1
／
第
一
一
巻
第
二
章・第
八
章
↓【
に

せ
花
嫁
】3
／
第
一
一
巻
第
八
章
↓
【
寝
言
】2
b

／
第
一
一
〜
一
二
巻
↓
【
狂
気
】1
／
第
一
三
巻

第
二
〜
五
章
↓
【
剣
を
得
る
】2
／
第
一
三
巻
第

八
章
〜
第
一
七
巻
第
二
二
章
↓
【
旅
】8
／
第
一

七
巻
第
一
〇
〜
一
二
章
↓
【
血
の
力
】2
／
第
一

八
巻
第
三
〜
八
章
↓
【
り
ん
ご
】2
／
第
一
九
巻

第
一
〇
〜
一
二
章
↓
【
傷
あ
と
】10
b
／
第
二
一

巻
第
一
章
〜
第
四
章
↓
【
父
と
息
子
】6
／
第
二

一
巻
第
四
章
↓
【
誤
解
に
よ
る
殺
害
】4
・【
道
連

れ
】4
／
第
二
一
巻
第
五
章
↓
【
剣
を
失
う
】2
・

【
島
】3
／
第
二
一
巻
第
五
〜
六
章
↓【
死
体
消
失
】

7ア
ー
マ
ン
チ
ュ
ウ
メ
ー
の
足
型
（
沖
縄
の
民
話
）

◉
〔『
沖
縄
民
話
集
』　
仲
井
真
元
楷
編
著
　
社
会

思
想
社
現
代
教
養
文
庫
　
一
九
七
四
〕↓
【
天
地
】

4「
あ
ー
ん
。
あ
ー
ん
」（
星
新
一『
き
ま
ぐ
れ
ロ
ボ
ッ

ト
』）◉
〔『
星
新
一
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
１
０
０

１
』一
　
新
潮
社
　
一
九
九
八
〕↓
【
泣
き
声
】5

『
ア
イ・ア
ム・レ
ジ
ェ
ン
ド
』（
マ
シ
ス
ン
）◉
〔
リ

チ
ャ
ー
ド
・
マ
シ
ス
ン
『
ア
イ
・
ア
ム
・
レ
ジ
ェ

ン
ド
』　
尾
之
上
浩
司
訳
　
ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫
NV
　

二
〇
〇
七
〕↓
【
吸
血
鬼
】3
a

『
ア
イ
ヴ
ァ
ン
ホ
ー
』（
ス
コ
ッ
ト
）◉
〔
ス
コ
ッ
ト

『
ア
イ
ヴ
ァ
ン
ホ
ー
』上
・
下
　
菊
池
武
一
訳
　
岩

波
文
庫
　
一
九
六
四
・
一
九
七
四
〕
第
一
三
章
↓

【
弓
】1
a
／
第
一
八
章
↓
【
追
放
】1
a
／
第
二

六
章
↓
【
身
代
わ
り
（
主
君
の
）】1
／
第
三
七
・

四
三
章
↓
【
魔
女
】5
／
＊
↓
【
兄
弟
】1

『
あ
い
ご
の
若
』（
説
経
）◉
〔
新
潮
日
本
古
典
集
成

『
説
経
集
』　
室
木
弥
太
郎
校
注
　
新
潮
社
　
一
九

七
七
〕
初
段
↓
【
宝
】3
・【
申
し
子
】3
a
／
三

段
目
↓
【
言
挙
げ
】1
／
三
〜
四
段
目
↓
【
継
子

へ
の
恋
】1
／
四
段
目
↓
【
母
の
霊
】3
／
四
〜
六

段
目
↓【
身
投
げ
】8
／
五
段
目
↓【
食
物
】9・【
血

文
字
】1
／
＊
↓
【
宝
】2

『
哀
愁
』（
ル
ロ
イ
）◉
〔
ア
メ
リ
カ
映
画
　
一
九
四

〇
〕↓
【
死
の
知
ら
せ
】3
・【
橋
の
上
の
出
会
い
】

4
a

『
愛
人
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』（
カ
ル
ネ
）◉
〔
フ
ラ
ン
ス

映
画
　
一
九
五
一
〕↓【
手
相
】3・【
扉
】3
b・【
忘

却
】7

『
ア
イ
ズ
　
ワ
イ
ド
　
シ
ャ
ッ
ト
』（
キ
ュ
ー
ブ

リ
ッ
ク
）◉〔
ア
メ
リ
カ
映
画
　
一
九
九
九
〕↓【
宴

席
】5
・【
麻
薬
】4

『
愛
染
か
つ
ら
』（
野
村
浩
将
）◉
〔
松
竹
映
画
　
一

九
三
八
〕↓
【
木
】5
・【
待
ち
合
わ
せ
】1
・【
未

亡
人
】1

『
藍あ

い
染そ

め
川が

わ
』（
能
）◉
〔『
謡
曲
大
観
』一
　
佐
成
謙
太

郎
著
　
明
治
書
院
　
一
九
三
〇
〕↓
【
仲
介
者
】2

『
愛
と
希
望
の
街
』（
大
島
渚
）◉
〔
松
竹
映
画
　
一

九
五
九
〕↓
【
鳩
】4

『
愛
と
偶
然
と
の
た
わ
む
れ
』（
マ
リ
ヴ
ォ
ー
）◉

〔
マ
リ
ヴ
ォ
ー
『
愛
と
偶
然
と
の
戯
れ
』　
進
藤
誠

一
訳
　
岩
波
文
庫
　
一
九
七
七
〕↓
【
身
代
わ
り
】

3『
愛
と
死
』（
武
者
小
路
実
篤
）◉
〔『
武
者
小
路
實

篤
全
集
』一
〇
　
稲
垣
達
郎
他
編
　
小
学
館
　
一

九
八
九
〕↓
【
風
邪
】5

『
愛
と
美
に
つ
い
て
』（
太
宰
治
）◉
〔『
太
宰
治
全

集
』二
　
ち
く
ま
文
庫
　
一
九
八
八
〕↓
【
作
中
人

物
】7

『
愛
と
誠
』（
梶
原
一
騎
／
な
が
や
す
巧
）◉
〔
梶
原

一
騎
／
な
が
や
す
巧
『
愛
と
誠
』一
〜
一
〇
　
講

談
社
漫
画
文
庫
　
二
〇
〇
一
〕↓
【
恩
返
し
】2
・

【
転
校
生
】3
・【
破
傷
風
】3
・【
額
の
傷
】3

『
ア
イ
ヌ
の
起
こ
り
』（
ア
イ
ヌ
の
昔
話
）◉
〔『
ア

   

作
品
別
索
引

あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ



い

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

【言い間違い◉いいまちがい】

三
章
◉
衆
議
院
の
開
院
式
で
、
議
長
が「
開
会
」と

言
う
べ
き
と
こ
ろ
を
、「
閉
会
」と
言
い
間
違
え
た
。

議
長
は
、「
今
度
の
議
会
は
我
が
党
に
不
利
で
あ

り
、
す
ぐ
に
解
散
で
き
れ
ば
よ
い
」と
考
え
て
い

た
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
某
夫
人
は
夫
の
食
事
に
つ

い
て
、
あ
る
人
に「
お
医
者
様
は
、
何
で
も『
夫
』

の
好
き
な
も
の
を
食
べ
て
よ
い
、
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
わ
」と
言
う
べ
き
と
こ
ろ
を
、「
何
で
も

『
私
』の
好
き
な
も
の
を
」、
と
言
い
間
違
え
た
。

こ
の
夫
人
は
か
か
あ
天
下
と
し
て
有
名
だ
っ
た
。

4 

願
望
で
は
な
く
、
言
葉
や
概
念
の
近
接
性
に

よ
っ
て
、
言
い
間
違
い
が
起
こ
る
。

『
虎
狩
』（
中
島
敦
）◉
友
人
の
趙
大
煥
が「
私
」に
会

う
と
す
ぐ
、「
煙
草
を
一
本
く
れ
」と
言
っ
た
。
と

こ
ろ
が
彼
は
煙
草
を
持
っ
て
お
り
、
欲
し
い
の
は

燐マ
ッ
チ寸

な
の
だ
っ
た
。
彼
は「
誰
か
に
燐
寸
を
借
り

た
い
」と
思
い
、
そ
れ
を
全
身
的
要
求
の
感
覚
で

は
な
く
、「
燐
寸
」と
い
う
言
葉
で
記
憶
し
て
い
た
。

そ
の
た
め「
燐
寸
」と
い
う
言
葉（
あ
る
い
は
文
字
）が
、

い
つ
の
ま
に
か
そ
れ
と
関
係
の
あ
る「
煙
草
」と
い

う
言
葉（
あ
る
い
は
文
字
）に
置
き
換
わ
り
、
言
い
間

違
え
た
の
だ
。
彼
は「
概
念
ば
か
り
で
考
え
る
知

識
人
の
通
弊
だ
」と
言
っ
た
。

5 
俳
優
の
言
い
間
違
い
か
ら
、
戯
曲
の
題
名
が

決
ま
る
。

『
禿
の
女
歌
手
』（
イ
ヨ
ネ
ス
コ
）◉
イ
ヨ
ネ
ス
コ
は

処
女
戯
曲
に「
楽
し
い
英
語
」「
英
語
の
時
間
」な
ど

の
題
を
考
え
て
い
た
が
、
稽
古
中
に
俳
優
が
、

事
〕。

『
四
つ
の
署
名
』（
ド
イ
ル
）◉
ワ
ト
ソ
ン
は
メ
ア

リ
・
モ
ー
ス
タ
ン
に
心
ひ
か
れ
、
彼
女
と
話
す
時

は
、
平
静
な
気
持
ち
で
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
彼
は

ア
フ
ガ
ン
戦
争
の
懐
旧
談
を
試
み
て
、「『
連
発

銃
』が
深
夜
の
テ
ン
ト
を
の
ぞ
き
こ
ん
だ
の
で
、

そ
れ
に
向
け
て
私
は『
虎
の
子
供
』を
発
射
し
た
」

な
ど
と
、
と
ん
ち
ん
か
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
し
ま

っ
た
〔
＊
ワ
ト
ソ
ン
は
彼
女
と
結
婚
し
た
後
、
そ
の
時
の

言
い
間
違
い
を
冷
や
か
さ
れ
た
〕。

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』（
夏
目
漱
石
）九
◉
哲
学
者
八

木
独
仙
は
十
年
前
の
学
生
時
代
以
来
ず
っ
と
、
無

学
祖
元
の
偈げ
「
電
光
影
裏
に
春
風
を
斬
る
」を
繰
り

返
し
て
い
る
。
し
か
し
時
々
せ
き
こ
む
と「
電
光

影
裏
」を
逆
に
し
て
、「
春
風
影
裏
に
電
光
を
斬

る
」と
言
い
間
違
え
る
。

2 

二
人
が
互
い
に
相
手
の
言
葉
に
つ
ら
れ
て
、
言

い
間
違
い
を
す
る
。

『
宗
論
』（
狂
言
）◉
法
華
宗
の
僧
と
浄
土
宗
の
僧
が
、

旅
の
途
中
で
道
連
れ
に
な
る
。
二
人
は
互
い
に
自

宗
の
優
れ
た
こ
と
を
主
張
し
て
争
い
、
題
目
と
念

仏
を
唱
え
合
う
。
二
人
と
も
夢
中
に
な
り
、
気
が

つ
く
と
法
華
僧
が「
南
無
阿
弥
陀
仏
」、
浄
土
僧
が

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」と
唱
え
て
い
た
〔
＊
二
人
は

「
法
華
も
弥
陀
も
同
じ
こ
と
。
仏
の
教
え
に
二
つ
な
し
」と
悟

っ
て
、
仲
直
り
す
る
〕。

3 

言
い
間
違
い
が
、
隠
れ
た
願
望
を
あ
ら
わ
す
。

『
精
神
分
析
入
門
』（
フ
ロ
イ
ト
）「
間
違
い
」第
二
〜

『
雪
中
梅
』（
末
広
鉄
腸
）上
編
第
四
回
◉
政
治
家
志

望
の
青
年
国く

に

野の
も

基と
い

は
、
友
人
武
田
猛
に
英
和
辞
書

『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』を
贈
ろ
う
と
し
て
、
そ
の
旨
を

手
紙
に
記
す
。
と
こ
ろ
が
、
横
に
い
る
下
宿
の
主

人
吝
蔵
が「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」を「
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
」

と
言
い
間
違
え
た
の
で
、
国
野
基
も
つ
ら
れ
て
手

紙
に「
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
」と
書
い
て
し
ま
う
↓
【
書

き
間
違
い
】1
ｂ
。

『
蒙
求
』七
一「
孫
楚
漱
石
」◉
孫
楚
は
隠
遁
の
志
を

述
べ
よ
う
と
し
て
、「
石
に
枕
し
、
流
れ
に
漱

く
ち
す
すぐ

」

と
言
う
べ
き
と
こ
ろ
を
、「
石
に
漱
ぎ
、
流
れ
に

枕
す
」と
言
い
間
違
え
た
。
友
人
が
誤
り
を
指
摘

す
る
と
、
孫
楚
は「
石
に
口
す
す
い
で
歯
を
磨
き
、

流
れ
に
枕
し
て
俗
世
に
汚
れ
た
耳
を
洗
う
の
だ
」

と
強
弁
し
た
〔
＊
夏
目
漱
石
の
筆
名
の
由
来
と
な
っ
た
故

【
言
い
間
違
い
】

1 

あ
わ
て
た
た
め
、
馴
染
み
の
な
い
言
葉
の
た
め
、

な
ど
の
理
由
で
言
い
間
違
い
を
す
る
。

『
松
竹
梅
』（
落
語
）◉
松
五
郎
、
竹
造
、
梅
吉
が
、

婚
礼
の
披
露
宴
に
招
か
れ
る
。
三
人
の
名
前
を
合

わ
せ
る
と「
松
竹
梅
」に
な
っ
て
め
で
た
い
か
ら
、

彼
ら
は
余
興
で
、
松
五
郎「
な
っ
た
な
っ
た『
じ

ゃ
』に
な
っ
た
、
当
家
の
婿
殿『
じ
ゃ
』に
な
っ
た
」、

竹
造「
何
の『
じ
ゃ
』に
な
ら
れ
た
」、
梅
吉「
長
者

に
な
ら
れ
た
」と
唄
お
う
と
、
練
習
す
る
。
本
番

で
は
、
松
五
郎
と
竹
造
は
無
事
に
唄
っ
た
が
、
梅

吉
は「
風ふ

う
邪じ

ゃ
」「
番
茶
」「
大
蛇
」な
ど
と
言
い
間
違
え
、

あ
げ
く
に「
亡
者
に
な
ら
れ
た
」と
言
っ
て
し
ま
っ

た
。

い
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